
予算要求資料
令和2年度6月補正予算　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費　　　
	事業名　飛騨牛子牛市場活性化緊急対策事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　農政部　畜産振興課　銘柄推進係　電話番号：058-272-1111（内2877 ）
　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp 
１　事業費　　補正要求額　16,500千円（新規）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産　収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現　計
予算額
	   0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正
要求額
	16,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,500

	決定額
	16,500
	16,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・新型コロナ感染拡大に伴うインバウンド、国内観光客の減少などによる飛騨牛の消費停滞の結果、枝肉価格の下落により肥育農家の経営を圧迫し、肥育素牛（子牛）価格の下落につながるなど、繁殖農家への影響も出ており、肉牛生産農家全般の経営を圧迫している。
（２）事業内容
　　・全農岐阜県本部が実施する、「県内産和牛素牛を県下ＪＡを介して導入した県内肉牛生産者に対して行う導入助成事業」に対し、当該経費の１／２を助成する。
（３）県負担・補助率の考え方
　　　１５千円／頭×１，１００頭＝１６，５００千円
　　　　
　　※全農岐阜県本部事業概要（名称未定）
　　　　新型コロナの影響により、購買意欲の低下した県内肉牛農家の購入を促すため、当面の間（７月～１０月）、県内子牛市場において県内産肥育素牛を購入した場合、購入費用等の一部（３０千円/頭）を助成するもの。
（４）類似事業の有無
　　　なし
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	16,500
	肥育素牛導入補助

	合計
	16,500
	


	　決定額の考え方　
財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・長期構想
　　　５－Ⅱ－２　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　　　　　　　　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
・ぎふ農業・農村基本計画
２　売れるブランドづくり
　（６）特色ある職の魅力の発信
（１）安全・安心な農畜水産物の生産体制の強化
（２）国・他県の状況
　　・岩手県　肥育素牛導入助成（輸送費等の手数料の1/2補助）
予算：5,300万（上限１万円/頭）を実施見込み
（３）後年度の財政負担
　　・緊急対策のため、　なし
県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	飛騨牛子牛市場活性化緊急対策事業

	補助事業者（団体）
	全国農業協同組合連合会岐阜県本部
（理由　本事業の事業主体）


	補助事業の概要
	（目的）県内生体（肥育素牛）市場の活性化を図ることにより、県内肉用牛農家の経営回復に資するとともに。県内生まれ県内育ちの飛騨牛の増産を促進する。
（内容）県内子牛市場において県内肉用牛農家が県内産肥育素牛を購入した場合の購入費用の一部を助成。

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）全農岐阜県本部が助成する費用の１/２
（理由）Ｈ３０の子牛生産費との差額相当分の補填

	補助効果
	県内肉用牛農家の経営回復

	終期の設定
	終期Ｒ２年度
（理由）新型コロナ感染拡大による子牛市場価格の下落に対する緊急経済対策のため


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか
　　新型コロナ感染拡大により停滞している県内生体市場を活性化させ、下落している子牛価格を回復させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
(R2年度5月)
	目標
(R2年度末)
	目標
(終期)

	1 県内生体市場における子牛価格（千円／頭）
	661
	759
	759


	
	R2年度
（要求）
	年度
	年度
	年度
	年度

	補助金交付実績
	16,500千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	指標①目標
	759千円
	
	
	
	

	指標①実績
	未定
	
	
	
	

	指標①達成率
	未定
	
	
	
	


（前年度の成果）
	


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　県内生まれ県内育ちの飛騨牛の増産を促進するため、繁殖農家をはじめとした県内肉牛生産農家全般に対する経営支援等が必要である。


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○
	　新型コロナ感染拡大の影響による飛騨牛（枝肉）の市場価格の低迷が、県内子牛市場価格の低下を招き、繁殖農家の経営を圧迫している現状があり、子牛市場を活性化させる本事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている
　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	(評価)

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

	


（事業の見直し検討）
	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止
（理由）



1

